


医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

●Doctors’Style 
映画ピザパーティー×医療
 in 京都（シネエデュケーション）
開催日時：2020年5月9日（土）
時間未定
場所・参加費：未定

●Doctors’Style  in 東京
（医師&医学生交流）
開催日時：2020年6月27日（土）　
時間未定
場所：KICK BACK CAFE

（東京都調布市若葉町2-11-1）
参加費：未定

詳細は、Doctors’Styleサイト
でご確認ください。
https:
//doctorsstyle.
webu.jp/

イベント情報

Doctors’Style

獨協医科大学
医学部医学科
５年
野島 大輔

東京医科歯科大学
医学部附属病院
研修医２年目
徳丸 友美

済生会
宇都宮病院
整形外科
道振 康平

Doctors' Style代表
HEAVENESE
専属医 
正木 稔子

せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
仕
事
に
追
わ

れ
る
か
た
ち
で
そ
の
悩
み
を
棚
上

げ
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
学

生
だ
っ
た
道
振
先
生
と
の
出
会
い
が
、

設
立
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

道
振
：
当
時
僕
は
実
習
中
の
あ
る
体

験
か
ら
、
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
を
症
例
と
し
て
扱
う
の
で

は
な
く
人
と
し
て
接
し
た
い
。
こ
の

悩
み
を
正
木
先
生
と
共
有
で
き
た
こ

と
で
、「
同
じ
よ
う
に
悩
み
を
抱
え

る
人
が
集
ま
っ
て
話
せ
る
会
を
作
ろ

う
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
。

正
木
：
医
師
と
し
て
の
幅
広
い
悩
み

ご
と
を
語
り
合
う
場
を
作
り
た
か
っ

た
の
で
、
学
生
か
ら
直
接
相
談
を
聴

き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

徳
丸
：
私
は
、
部
活
や
医
学
部
の
勉

強
の
こ
と
で
行
き
詰
ま
り
、
医
師
と

し
て
の
将
来
に
つ
い
て
も
不
安
を
抱

き
始
め
て
い
た
頃
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
偶
然

こ
の
活
動
を
知
っ
て
参
加
し
始
め
ま

し
た
。

野
島
：
僕
は
留
学
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
の
悩
み
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

学
生
の
悩
み
に
応
じ
て
、
正
木
先
生

が
ご
自
身
の
人
脈
か
ら
ド
ク
タ
ー
を

お
呼
び
す
る
か
た
ち
が
、
ま
さ
に
今

の
自
分
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
感
じ
て
参

加
し
ま
し
た
。

︱
︱
参
加
者
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
か
？ 

道
振
：
医
学
生
や
研
修
医
に
は
、
医

師
の
姿
に
「
正
解
」
は
な
い
と
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
世
の
中
に
は

様
々
な
視
点
を
持
っ
た
様
々
な
人
が

い
る
と
わ
か
る
だ
け
で
も
、
心
の
負

担
は
軽
く
な
る
と
思
う
の
で
す
。

徳
丸
：
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
強
み
が
あ

り
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
親
身
に
接
し

た
い
医
師
も
い
れ
ば
、
科
学
的
に
症

例
を
分
析
し
た
い
医
師
も
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
医
師
の
姿
は
多

様
で
あ
っ
て
良
い
と
感
じ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

正
木
：
医
師
に
と
っ
て
は
、
自
身
の

医
療
観
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。
働
く
な
か
で
理
想

は
摩
耗
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
こ
で

診
療
科
も
立
場
も
年
齢
も
越
え
た

様
々
な
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
医
療

へ
の
純
粋
な
気
持
ち
に
立
ち
戻
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
読
者
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

野
島
：
様
々
な
立
場
の
人
に
悩
み
を

投
げ
か
け
た
り
意
見
を
仰
ぐ
と
、
新

た
な
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
将
来
医
師
に
な
っ
た
時
、
こ
こ

で
の
経
験
は
代
え
が
た
い
も
の
に
な

る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ふ
と

し
た
時
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
る
拠

り
所
と
し
て
、D

octors' S
tyle

を

頼
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

正
木
：
疑
問
や
悩
み
の
あ
る
方
、
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

D
octors' S

tyle

は
、
医
師
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
や
患
者
さ
ん
と
の
関

わ
り
方
、
医
療
へ
の
思
い
な
ど
に
つ

い
て
、
医
学
生
や
医
師
が
、
診
療
科

や
経
験
年
数
に
と
ら
わ
れ
ず
対
等
に

話
し
、
学
び
合
う
場
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

︱
︱
設
立
・
参
加
の
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

正
木
：
医
師
に
な
っ
て
か
ら
患
者
さ

ん
の
死
を
目
の
当
た
り
に
す
る
た
び
、

私
は
周
囲
の
淡
々
と
し
た
様
子
に
違

和
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

悲
し
み
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
先

輩
や
同
級
生
に
相
談
し
て
も
「
そ
う

い
う
も
の
だ
」
と
い
う
反
応
で
、
深

く
掘
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
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Group

※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。

Group

医学教育を受けている医学生の皆さん、こんに
ちは。今、あなたは「医師になる」ために勉強し
ているはずです。しかし、「医師になる」道はぼ
んやりしたイメージや曖昧な見通しも多いものな
のではないでしょうか。
本当は将来のこと、勉強のこと、あるいは部活
のことなど、学生の間に知っておきたい情報はた
くさんあるはずです。そして、このような疑問は
あなただけでなくあなたの同級生、他大学の医
学生、さらには過去の医学生たちも抱いてきた
ものでしょう。しかし、こうした医学生の需要は
過去に蓄積されてきていませんでした。
全国の医学生の声を医学教育にうまく反映させ
るシステムができないか。医学生が知りたいこと
を蓄積できる仕組みを作ることができれば、医
学生のリアルな需要に即したかたちへ医学教育
を変えていく力が生まれるのではないか。そん
な思いを持った先生方と有志の医学生7名で、
2020年1月13日に日本橋ライフサイエンスビル
ディングにて医学生の声を医学教育に反映でき
るシステムの実現の第一歩として、ワークショッ

プを開催しました。
ワークショップでは、医学生が意見を発信し、
また、その情報を受け取るという双方向の仕組
みについて考えました。たくさんの医学生から「こ
んなことを知りたい、こんなふうに学びたい」と
いう声が集まれば、医学教育の決定に対して強
い発信力が得られます。さらに、その情報を医
学生全体と共有することで、学生自身がさらなる
問いを発して医学教育に関わっていくことが期待
できます。こうして、医学教育をより良いものに
していくために「医学生の今の声・生の声を知り、
まとめ、発信する仕組みを作る」というビジョン
を参加者の間で共有しました。
また、「医学生300人に質問ができるとしたら、
何を聴きたいか？」というテーマで医学生として
知りたいことを実際に洗い出してみました。その
結果、「再試にかかったことがあるか」「CBTの
時期はいつか、対策に使っている予備校はどこ
か」といった答えやすい質問から、「自分が学ん
でいることに意義を見出せているか」「医学部で
受けるならどんな授業が良いか」などと答えるの

が難しそうな質問まで、多様な内容の疑問が浮
かび上がりました。参加者の一人ひとりがいくつ
もの「知りたいこと」を持っており、お互いの質
問に対してさらに質問を投げかけるなど、この洗
い出し作業は大いに盛り上がりを見せました。こ
の試みにより、医学生は多くの疑問を抱きなが
ら医学教育を受けていることが明らかになり、医
学生が「知りたいこと」を集め、フィードバックす
ることに大きな需要があることが示唆されました。　
医学教育を受けている当事者は医学生です。積
極的に発言する人だけでなく、今は受け身で医
学を学んでいるような人まで巻き込んで、医学生
みんなの意見を集めることが医学教育をより良
いものへと変えていく。そう信じて、このワーク
ショップをきっかけに、全国の医学生の声を医学
教育にうまく反映させるシステム作りを目指す活
動が始動しました。このプロジェ
クトに興味がある方はぜひぜひご
連絡ください！
公式LINEアカウントID：
@837bcxrg

医学教育に医学生の声を反映するための取り組み、始動。
東京医科歯科大学医学部医学科３年　因間 朱里、京都府立医科大学医学部医学科４年　磯邉 綾菜、富山大学医学部医学科３年　住吉 紗代子、
東京医科歯科大学医学部医学科５年　石田 裕也、大阪医科大学医学部医学科３年　岡﨑 早也圭、高知大学医学部医学科３年　吉田 匠悟

【WEB】

※医学生と先生の学年・所属は、取材または寄稿当時のものです。

山本雄士ゼミでは、山本雄士先生のファシリテ
ートの下、月に１度日本橋で、ビジネススクール
式のケースディスカッションを行っています。ケー
スディスカッションとは、ハーバードビジネススク
ールで用いられているケーススタディ（実在の事
例研究）に基づき、山本先生の立てた問いに対
し参加者同士がディスカッションして学んでいく
手法です。山本先生は、医師であり、ハーバー
ドビジネススクールでMBAを取得された後、現
在は株式会社ミナケアで代表取締役を務めて
いらっしゃいます。ゼミ参加者は医学生に限らず、
経済学部や国際教養学部の学生、医師、製薬
企業や医療機器メーカーの方、薬剤師など、多
様な業界の方々で構成されています。

山本ゼミは
①医療の世界の全体像を俯瞰する
②課題解決のための人や組織の動かし方を学ぶ
③正解のない課題に対峙する思考を訓練する
の三つを目的としています。
病院経営セミナー、医療政策セミナーではありま
せん！！ディスカッションの方向性は、参加者の
発言によって作られます。繰り返される「なぜそう
思う？」や、「あなたならどうする？」という問いか

ら、医療の“やりくり(＝マネジメント)”を主体
的に考え、ディスカッションするなかで、医療に
携わる者として重要なスキルを身につけ、医療業
界をリードする人材の輩出を目指しています。
私は、自分の価値観探しをする、医療を良くす
るために自分に何ができるか考える、といった、
山本ゼミでしかできない体験そのものと、山本
先生の人を惹きつける魅力から、山本ゼミの虜に
なりました。
その、「山本ゼミでしか得られない経験」の魅
力を参加者の方に最大限実感していただくため、
2019年度は、参加者にとって身近なケースを多
く用い、ゼミで学んだスキルや思考の枠組みが、
組織の中で、自身の生活の中で、活かされてい

る実感を参加者に感じていただけるようになるこ
とを目指しました。
また、ケースディスカッションに加え、11月には

「Precision Medicine時代の医療戦略」をテー
マに外部講師をお招きした特別回を実施し、医
療業界を展望する学びを得ることもできました。
4月から、金井祐樹ゼミ長（東京大学医学部
医学科５年）の下、10年目のゼミが始まってい
ますが、毎回、参加者を募集しています。実際、
毎回初参加の方がいらっしゃいますので、少しで
も興味をお持ちになった方は、まず一度いらして
いただけたらと思います。2020年度も、皆様の
ご参加をお待ちしております！！

山本雄士ゼミ・ゼミ長を務めて　
2019年度山本雄士ゼミ ゼミ長　東京医科歯科大学医学部医学科３年　柏原 朋佳　
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Report

ボーティンさん（左）と筆者（右）

チーフチャムカ（左）と筆者（右） 筆者と建設途中の診療所

「政府主導のトップダウンではなく、地域住民自
ら問題を特定し、解決に向けて挑戦していくボト
ムアップをしていこう。」
ザンビア共和国マケニ村で開催された式典での
チーフチャムカ（本名モーガン）の言葉です。こ
の村で私たちは、診療所の建設に取り組んでい
ます。
３年前から挑戦を始め、ようやくあと１か月で完
成というところまで来ました。これまで数々の困
難に直面しましたが、そのたびに強力なアシスト
をしてくれたのがチーフチャムカです。今回の寄
稿では、彼の紹介をしつつ、３年間で得た教訓
と今後の展望についてご紹介します。
チーフはザンビア建国前から代々土地を治めてお
り、その土地においては大統領よりも権威があ
る存在です。ザンビア全土に288人、国土の７
割はチーフたちの管轄下にあると言われています。
彼らの最大の役割は、支配地域で生じた問題を
解決することです。
チーフチャムカは、レンジェ族の長であり、マケ
ニ村を含む205個の村々、延べ13万人ほどを
束ねています。チャムカは毎週金曜日に裁判を
開いています。彼は国内の大学を卒業後、イギリ
スのマンチェスター大学で開発学の修士を取得。
現在は、Chipembi Colledgeという農業専門学
校で起業論について教えています。
レンジェ族におけるチーフの地位は母系制で受け
継がれていきます。現在６代目で、初代チャムカ
はかつて、コンゴ民主共和国に広がっていたルバ・
ルンダ王国における優秀な戦士でした。国王へ
の忠誠が認められ現在の土地をもらいました。
私も昨年の８月にこの裁判に参加しました。診
療所の開設資金としてすべての世帯が75クワチ
ャ（700円程度）ずつ払うことになっていました
が、４割程度しか集まっていませんでした。その
収集を加速させるために、診療所建設委員会の
リーダーであるテクラさんを中心にチーフに協力
を仰ぎにいったのです。
チーフはその場で200ドルを寄付し、同じ地域
の政治家たちにも電話。さらに100ドルを集め
ました。自らお手本を示してから、各村長たちに、
チーフ自ら１か月後にそれぞれの村に行くことを約
束し、それまでに目標金額を集めるように指示を

出しました。
１か月後、チーフは約束通り村々を訪れました。
すると、200人近くの村人が集合し、これまで
協力を渋っていた人たちもお金を出したのです。
その日だけで約300ドル。彼の権威、リーダー
シップに驚きました。
住民からお金を集めることには賛否両論あります。
年収が１５万円程度である彼らにとって、７００
円は大きな負担です。また、収集したお金の記
録・管理の問題もあります。時間がかかり、骨
の折れる作業です。
マケニ村以外にも、４つの村がこの診療所の管
轄になる予定で、それらの村人たちからもお金
を集めていました。その一つ、ムウェンバ村では、
村長さんがプロジェクト期間中に亡くなってしま
いました。それまで集めていたお金や記録がすべ
て紛失してしまいました。それをめぐった息子た
ちの対立もあり、村が分裂。大変な混乱が起き
てしまいました。
このような問題が起こるにもかかわらず、なぜ、
村人からの集金にこだわるのでしょうか。それは
建物を維持していくのは住民たちだからです。形
式上、建物の完成後は政府、特に郡の保健局
に寄贈し、運営・維持管理を委託します。ですが、
こちらの保健局は財源が安定していません。昨
年は、政府から保健局への毎月の予算が年２回
しか送られてきませんでした。
マケニ村から15キロほど離れたところに外国の
援助で建設された診療所があります。私たちが
建設している施設と同じ機能の建物です。昨年、
私が訪問した際には使用されていませんでした。
２０１０年に運営が始まってからたった９年。メ
ンテナンスがされなかったために、屋根と壁の接
続部分に穴が開き、天井裏がコウモリや鳥の巣
窟と化したのです。
私たちが建設している診療所が同じ運命をたど
らないためにも、住民の参加が非常に重要です。
そして、それをリードするチーフの役割も大きい
のです。
ただし、チーフの権威によって住民が動くだけで
は、本当の意味でのボトムアップではありません。
また、チーフが代われば村の運命も変わってしま
います。彼のようにリーダーシップを発揮できる
人物が村から生まれることが大切です。
村にパッションを持った優秀な人物はいないのか。
人々に聞いて回るとみんな口をそろえて一人の青
年の名前を挙げました。彼の名前は「ボーティン」。
ボーティンさんは2014年に高校を卒業した私と
同級生の23歳。敬虔なクリスチャンであり、教
会では若手のまとめ役です。村を良くするために
はどうすればよいか、本気で考えていました。

「この村には教育と医療が必要なんだ。医療は
人々の生活を支え、教育は村を成長させる。そし

て、 村 に 変
化をもたらす
ためにはみ
んなが協力
する必 要が
あるんだ」。
彼は、志が
高いと同時
に、ものすごく謙虚でした。「村を一つにするた
めにはどうしたらいいのか。それに、そもそも村
を良くするとはどういうことなのか。まだまだわか
らないことがある。だから大学に行きたい」。
彼は高校卒業時の試験で数学、化学、生物、
いずれも10段階中最も良い「１」を修めました。
その結果を踏まえ、国立であるザンビア大学医
学部、コッパーベルト大学医学部を受験するも、
結果は不合格。途方に暮れていました。
何とか彼が医師になる道はないのか。私たちは
必死に代替案を探しました。すると、私立である
カベンディッシュ大学医学部の方が国立よりも
学費が安いことが判明したのです。
願書を整え、首都のルサカまで一緒に行き、大学
に提出。Medical Science Health Foundation 
Programという医学部準備コースに無事に合格
しました。１年間ここで切磋琢磨し、優秀な成
績を修めた場合は医学部医学科に進むことがで
きます。
医学部７年間で必要な学費を、診療所建設にも
協力してくれている秋田ロータリークラブがサポー
トしてくれることも決まりました。
大学に進学する人が限られた村で独学で勉強し
た彼のような存在が、10年後立派な医師となり
自分の生まれ故郷の人々を助ける。地域のリー
ダーとなり、村をより良い方向に導いてくれると
信じています。
診療所の運営は４月中に始まる予定です。どの
ような患者さんがどのような医療を必要としてい
るのか。その背景には何があるのか。診療所を
中心として村の医療ニーズがさらに深堀りされて
いくでしょう。ボーティンさんと共にしっかりと分
析し世界に向けて発信をしていきます。
マケニ村を中心に、ザンビアのへき地医療を改
革する挑戦がようやく始まりました。

住民が主体となった医療づくり　ザンビアへき地での挑戦
秋田大学医学部医学科５年　ザンビア・ブリッジ企画代表　宮地 貴士
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Event

Repoet

昨年のPQJには多くの方がご参加くださり、大変好評を頂
きました。

※医学生の学年は寄稿当時のものです。

2020年5月30日（土）、東京医科歯科大学で
医学生理学クイズ日本大会（Physiology Quiz 
in Japan, PQJ）2020を開催します！
～どんな大会？～
全国の大学生が集まり、生理学をメインとした
基礎医学の知識を競い合ってNo.1を決める大会
です。今大会は東京医科歯科大学医学科５年生
を中心に運営しています。クイズ終了後には親睦
パーティーも開催します。
～どうして生理学？～
生理学は人体の機能を学ぶ学問です。生理学
をしっかり身につけることで、病気のメカニズム
の理解がしやすくなり、臨床医学の勉強が楽に
なります。ただ、「生理学」の範囲の曖昧さゆえ、
出題範囲は「生理学メインの基礎医学」としまし
た。臨床医学からは出題しないので、２～３年
生の方も対等に戦えますよ。
～出場するメリットは？～
まずは、生理学強者になれるということです。こ
の大会に向けて勉強する。そして本番で正解し
たり、間違えたり。他のチームに早押しで押し負
けたり。それにより、知識は脳に深く刻みこまれ

るはずです。
また、上位に入れば、すばらしい教科書がもらえ
ます！買うとなかなか高い医学書が、無料でもら
える機会はそうありませんよね。
さらに、クイズやその後の親睦パーティーで、各
地から集まった学生と交流できます。
覚えたての知識を活かし、力試しをしてみたい低
学年のあなたも、臨床医学の前提となる生理学
を復習したい高学年のあなたも、クイズ好きの
あなたも、ぜひぜひご参加を！

＜大会概要＞
詳細は大会公式サイト・SNSにてご確認ください。
日時：2020年5月30日（土）
会場：東京医科歯科大学

（東京都文京区湯島１-５-45）
後援：日本生理学会
出場資格：大学生（国内外を問わない）
チーム編成：2 ～ 5人
出題範囲：生理学メインの基礎医学
参加費：1人3,000円前後（昼食、夕食代込）
参加方法：チームごとに、大会公式サイトから申

し込み
参加募集期間：2020年5月8日

（金）まで
大会公式サイト：
WEB：https://pqjtmdu2020.
wixsite.com/home
大会公式Facebook、Twitterも更新中。
@PQJ2020で検索してください！
本大会につきましてご質問等ございましたら、お
気軽にpqjtmdu2020@gmail.comまで！

「医学生理学クイズ日本大会（PQJ）2020」開催のご案内
東京医科歯科大学MiSH PQJ委員会　岩田 陽太　

【公式サイト】

「教室に閉じこもるのではなく、外の世界に飛
び出して様々なことを学び、全国の仲間たちと
交流しながら新しい時代の医療を創り上げてい
く」をコンセプトに2013年からイベントを開催
し、2016年より組織化されたMedical Future 
Fes（ 以 下、MFF）は、2019 年10月に 前 年
度からの幹部交代が行われました。新たな体
制で迎える第1弾の企画として「第1回 Winter 
Fes2019」を2020年1月に開催しました。今
回の企画を立案するに至ったのは、患者さんと
向き合うとはどういうことなのかを皆で考えてみ
たいと思ったからです。私は2019年にCBT及
びOSCE試験に合格し、4年生の10月からスチュ

ーデントドクターとして臨床実習を行ってきました。
その日々は目まぐるしく変化し大変ではあります
が、非常に新鮮で、座学では学ぶことのできな
い多くの事が現場にはありました。その実習のな
かで、目の前の患者さんと対峙することの大切さ
を痛感しました。この話をMFF内でしたところ、
目の前の患者さんだけではなく将来の患者さんと
向き合うことも大切であるとの意見が出て、臨床
と研究の2方面から医療を斬ってみようというこ
とになりました。そこで今回は「断らない医療」
を実践している川崎幸病院の救急センター長の
鶴和幹浩先生、人工血液の研究をしている防衛
医科大学校准教授の木下学先生を招請させてい
ただきました。新体制に変わってからイベント開
催までの準備期間が短かったものの、多くの医
療系学生や、将来医療に従事したいと考えてい
る高校生、実際に医療従事者として働いている
社会人が参加し、非常に有意義なイベントにな
りました。

さて、新たな体制で迎える2020年ですが、今
年も色々な企画を開催していく予定です。現在予
定している2020年のイベントは、以下の通りです。

1月　第1回 Winter Fes 2019（既に開催済）
3月　災害ワークショップ
 （新型コロナ感染症のため中止）
4月　『初めまして』の印象を良くするには？？
 ～新生活に向けて～
6月　医療なき地域に医療を
7月　医療系学生から中高生へのメッセージ
8月　Summer Fes 2020
9月or 10月　ツムラ工場見学
今年もMFF最大のイベントである「Summer Fes 
2020」通称「サマフェス」を開催予定です！去年
は旅行医・性教育・ドーピング・漢方・産後ケア
等、様々な企画がありましたが、今年はどのよう
な企画が展開されるのか...お楽しみに！
最後になりますが、MFFではメンバーを募集中
です！一緒に医療について考えてみませんか？気
になった方はぜひ下記までご連絡くださいませ。
よろしくお願い申し上げます！

MAIL : medicalfuturefes2016
@gmail.com
WEB：https://medicalfuturefes.
wixsite.com/index

第1回 Winter Fes 2019の活動報告及び今後のイベント予定　
Medical Future Fes　副代表　東北医科薬科大学医学部医学科４年　岡田 瑞央　

【WEB】
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インタビューを通じて、パックさんのバイタリティ
の源を垣間見られた気がします。私を含め多く
の医学生は、勉強に部活にバイトにと時間に追
われる生活を送りがちですが、時間がないこと
を言い訳にせず、興味を持ったことには積極的
に取り組んでいくべきだと改めて思いました。

後藤 郁子（島根大学4年）

profile

*1 AMSA…Asian Medical Students’Association（アジア医学生連絡協議会）
*2 MD-PhDコース…東京医科歯科大学のプログラムの一つ。医学科4年次あるいは5年次修了後に医学科を休学して博士課程に入学し、体系立った高度の医学研究を経験することを 
 目的とする。

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.26

interviewee

Sopak Supakul
ソパック・スパグン（パック）

interviewer

後藤 郁子

い
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
私
に
と
っ

て
、
初
め
て
の
公
衆
衛
生
分
野
で
の

正
式
な
研
究
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
は
帰
国
後
２
年
か
け
て
、
論
文

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
：
学
外
活
動
と
勉
強
と
の
両
立
は
、

ど
う
し
て
い
る
の
で
す
か
？

パ
：
医
学
部
に
い
る
以
上
、
常
に
医

学
の
勉
強
を
優
先
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
し
た
。
研
究
な
ど
の
学
外

活
動
は
、
私
に
と
っ
て
は
部
活
み
た

い
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
：
そ
れ
で
も
、
パ
ッ
ク
さ
ん
ほ
ど

精
力
的
に
活
動
を
し
て
い
る
学
生
は

少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

で
し
ょ
う
か
？

パ
：
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
る

と
感
じ
る
か
ら
で
す
ね
。
特
に
、
統

計
デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
研
究
を
行

う
場
合
、
そ
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
過

程
に
は
様
々
な
人
の
努
力
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
途
中
で
投
げ
出

さ
ず
、
必
ず
終
わ
ら
せ
よ
う
と
思
い

な
が
ら
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ん
に
医
療
を
届
け
た
い
と
い
う
思

い
が
両
方
あ
り
ま
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス

が
作
れ
て
、
臨
床
も
で
き
て
、
公
衆

衛
生
に
も
詳
し
け
れ
ば
、
医
療
を
ミ

ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
一
貫
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
ど
れ
か
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
来
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
の
知
識
は
ま
だ
ま

だ
浅
い
の
で
、
様
々
な
経
験
を
積
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
：
最
後
に
、
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
：
何
か
に
興
味
を
持
っ
た
ら
、
と

に
か
く
自
分
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー

ン
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
想
像

と
違
っ
て
い
た
ら
途
中
で
や
め
て
も

い
い
の
で
、
学
生
の
う
ち
に
多
く
を

経
験
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

様
々
な
経
験
を
す
る
と
、
自
分
が
良

い
と
思
う
こ
と
や
、
将
来
や
り
た
い

こ
と
に
き
っ
と
出
会
え
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
自
分
の
将
来
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

後
：
卒
業
後
は
ど
の
よ
う
な
進
路
を

お
考
え
で
す
か
？

パ
：
ま
ず
は
基
礎
研
究
の
大
学
院
に

進
む
予
定
で
す
。
４
年
生
ま
で
所
属

し
て
い
た
細
胞
生
理
学
の
ラ
ボ
で
骨

の
再
生
医
療
を
研
究
し
て
い
た
の
で

す
が
、
よ
り
深
く
学
び
た
い
と
思
い
、

臨
床
研
修
を
行
わ
ず
に
す
ぐ
大
学
院

に
進
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
研
究

者
を
目
指
し
て
M
D-

P
h
D
コ
ー

ス
*2
に
進
ん
だ
同
級
生
は
い
ま
す
が
、

私
の
よ
う
な
進
路
選
択
は
珍
し
い
で

す
。
そ
の
後
の
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

は
今
の
と
こ
ろ
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

進
ん
だ
先
で
一
生
懸
命
や
れ
ば
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
が
見
え
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
臨
床
も
や
り
つ
つ

研
究
も
で
き
る
医
師
に
な
る
こ
と
が

理
想
で
す
。
私
の
指
導
医
が
そ
の
よ

う
な
先
生
だ
っ
た
の
で
、
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
は
エ

ビ
デ
ン
ス
が
重
要
な
の
で
、
そ
の
エ

ビ
デ
ン
ス
を
作
る
側
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
と
、
そ
れ
を
使
っ
て
患
者

後
藤
（
以
下
、
後
）：
パ
ッ
ク
さ
ん

と
は
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
*1
の
活
動
で
一
緒
に

研
究
発
表
を
し
ま
し
た
が
、
他
に

も
様
々
な
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
て
、

と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
学
外
活

動
に
参
加
す
る
最
初
の
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

パ
ッ
ク
（
以
下
、
パ
）：
最
初
の
き
っ
か

け
は
、1
年
生
か
ら
参
加
し
て
い
る
、学

内
のH

ealth Sciences Leadership 

Program

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
公
衆
衛

生
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
３
年
生
の
時
に

は
日
本
医
療
政
策
機
構
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、

北
京
大
学
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
４
年
生
の
時

に
は
ソ
ウ
ル
大
学
に
２
か
月
留
学
し

ま
し
た
。

後
：
留
学
中
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
た
の
で
す
か
？

パ
：
統
計
学
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、

ベ
ト
ナ
ム
の
非
感
染
性
疾
患
に
関
す

る
大
規
模
調
査
の
分
析
・
解
析
を
行
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タイ出身。文部科学省国費外
国人留学生に採用され、2013
年に来日。大阪大学で1年間
の日本語研修修了後、2014
年東京医科歯科大学医学部
に入学。在 学 中、グローバ
ルヘルスに関する様々な国内
外のプログラムへの参加、公
衆衛生に関する研究および
論 文 執 筆 に 加 え、AMSA-
International （AMSA 本 部 ）
の Director of Public Health
を務めた。また基礎研究にも
取り組み、骨の再生医療のプ
ロジェクトで論文投稿を行った。
今春、神経の再生医療に関す
る研究をテーマに慶應義塾大
学大学院に進学予定。

Sopak Supakul
ソパック・スパグン（パック）

（東京医科歯科大学6年）

profile

※医学生の学年は取材当時のものです。
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も
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ば
、
医
療
を
ミ

ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
一
貫
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
ど
れ
か
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
来
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
の
知
識
は
ま
だ
ま

だ
浅
い
の
で
、
様
々
な
経
験
を
積
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
：
最
後
に
、
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
：
何
か
に
興
味
を
持
っ
た
ら
、
と

に
か
く
自
分
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー

ン
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
想
像

と
違
っ
て
い
た
ら
途
中
で
や
め
て
も

い
い
の
で
、
学
生
の
う
ち
に
多
く
を

経
験
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

様
々
な
経
験
を
す
る
と
、
自
分
が
良

い
と
思
う
こ
と
や
、
将
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や
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た
い

こ
と
に
き
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と
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え
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す
。
そ
う

す
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ば
、
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分
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来
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メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。
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